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　2011 年 3 月 11 日に発生した東
日本大震災における全国の死者は
15,854 人、行方不明者は 3,155 人、






































































































な全長約 9 m、幅約 3 m、高さ約
3 m、重さ 3.5 t となっている（図
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3）　国土交通省四国運輸局「第 2回津波対応型救命艇に関する検討会」平成 24 年 5 月 31 日：
https://wwwtb.mlit.go.jp/shikoku/kyumei/img/02_02_01.pdf
4）　第 17 回震災対策技術展：http://www.exhibitiontech.com/etec/
5）　Brahman Industries LLC「STATIM Shelter System」：http://www.statimshelter.com/
坪谷　剛
科学技術動向研究センター　上席研究官
http://www.nistep.go.jp/
専門は土木工学。主に河川における治水計画や治水対策に関する業務に長く携わる。
2012年 4月より現職にて、科学技術動向の調査研究に従事。
地域で防災計画に位置付けられる
可能性がある。そのためにも、非
常時だけでなく通常時の使用方法
も考慮した開発が行われること
で、更なる普及が見込まれる。国
土交通省による有識者・自治体の
意見を取り入れた津波救命艇の開
発は、民間開発にとっても新たな
目安となる。官民が互いに競い、
さらに新たな技術を加え、より安
全でより安価な津波救命艇を開発
することが望まれる。
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